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8 月 6 日に初めて披露された 2基の熱気球 
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平成 3年 

市
で
は
こ
の
ほ
ど
、
災
害
予

防
や
防
火
意
識
高
揚
の
た
め
熱

気
球
二
基
を
購
入
、
八
月
六
日

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
の
係

留
飛
行
を
し
ま
し
た
。
 

購
入
し
た
熱
気
球
は
、
二
基

と
も
ア
メ
リ
カ
製
で
、高
さ
が

十
九
・
二
〉川
、直
径
十
七
屑
の

四
人
乗
り
。
ガ
ス
バ
ー
ナ
ー
の

火
力
調
節
で
、
三
十
屑
か
ら
千

屑
の
高
さ
で
飛
行
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
本
体
に
は
当
市
の

夏
ま
つ
り
に
ち
な
ん
で
、
ね
ぶ

た
と
虫
お
く
り
の
絵
を
デ
ザ
イ

ン
し
て
い
ま
す
。
 

八
月
三
日
に
は
、「五
所
川
原

消
防
署
飛
行
隊
」
（
隊員
数
・
三

士
二
人
）
の
結
成
式
が
関
係
者

多
数
の
出
席
に
よ
り
行
わ
れ
ま

し
た
。
 

市
で
は
こ
の
気
球
を
、
防
災

活
動
、
交
通
安
全
な
ど
の
P
R
 

に
加
え
、
災
害
発
生
時
の
状
況

調
査
な
ど
上
空
か
ら
調
査
す
る

と
と
も
に
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
も

活
用
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
 

市
町
村
が
消
防
、
防
災
活
動

を
目
的
に
熱
気
球
を
購
入
し
た

の
は
全
国
で
も
当
市
が
初
め
て

で
、
関
係
方
面
か
ら
注
目
さ
れ

て
い
ま
す
。
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8月6日に初めて披露された 2基の熱気球

市
で
は
こ
の
ほ
ど
、
災
害
予

防
や
防
火
意
識
高
揚
の
た
め
熱

気
球
二
基
を
購
入
、
八
月
六
日

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
の
係

留
飛
行
を
し
ま
し
た
。
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し
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気
球
は
、

二
基

と
も
ア
メ
リ
カ
製
で
、
高
さ
が

十
九
・

二
灯
、
直
径
十
七
日
の

四
人
乗
り
。
ガ
ス
バ
ー
ナ
ー
の

火
力
調
節
で
、

三
十
灯
か
ら
千

M
の古
川
さ
で
飛
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す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
本
体
に
は
当
市
の

夏
ま

つ
り
に
ち
な
ん
で
、
ね
ぷ

た
と
虫
お
く
り
の
絵
を
デ
ザ
イ

ン
し
て
い
ま
す
。

八
月
三
日
に
は
、
「
五
所
川
原

消
防
署
飛
行
隊
」
(隊
員
数

・
三

十
三
人
)
の
結
成
式
が
関
係
者

多
数
の
出
席
に
よ
り
行
わ
れ
ま

し
た
。

市
で
は
こ
の
気
球
を
、
防
災

活
動
、
交
通
安
全
な
ど
の

P
R

に
加
え
、
災
害
発
生
時
の
状
況

調
査
な
ど
上
空
か
ら
調
査
す
る

と
と
も
に
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
も

活
用
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

市
町
村
が
消
防
、
防
災
活
動

を
目
的
に
熱
気
球
を
購
入
し
た

の
は
全
国
で
も
当
市
が
初
め
て

で
、
関
係
方
面
か
ら
注
目
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れ

て
い
ま
す
。
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ぎ
し
昔
が
わ
ら
虫
お
ぐ
隔
ツm轟
《ま
つ
り』
 

虫
お
く
り
研
究
会
の
台
車

の
つ
い
た
虫
お
く
り
山

車
の
初
出
陣

（
虫
の
本
体
は
県
産
ヒ
バ

材
使
用
）
 

な
か
な
か
立
派
で
す
ネ
 

市長賞」に輝く白生会の「巌流島の決闘

武蔵、小次郎とも、なんと、いい男。 

国際交流ボランティアの紹介により当市の

まつりを楽しむ三沢米軍基地のみなさん 

虫
お
く
り
研
究
会
の
台
車
の
つ
い
た
虫
お
く
り
山

車
の
初
出
陣
(
虫
の
本
体
は
県
産
ヒ
バ
材
使
用
)

な
か
な
か
立
派
で
す
ネ

トま。ゆ」

国際交流ボランティアの紹介により当市の

まつりを楽しむ三沢米軍基地のみなさん

「市長賞」に輝く自生会の「巌流島の決闘」

武蔵、小次郎とも、なんと、いい男。



八
月
四
日
の
、
虫
お
く
り
を
皮
切
り
に
、
四
日
間
に
わ

た
っ
て
繰
り
広
げ
ら
れ
た
夏
ま
つ
り
は
、
期
間
中
、
例
年

を
上
ま
わ
る
、
五
＋
一
万
人
の
人
出
に
浴
れ
熱
気
の
う
ち

に
終
了
し
ま
し
た
。
 

夏、まっさかり．ノ’ 

水と、光と、音の祭典 

誠；ぷ鷺 

I ほ ほえむ春だあよ～」 

五所川原音頭にのる、あね様達の華麗なおどり 

八
月
四
日
の
、
虫
お
く
り
を
皮
切
り
に
、
四
日
間
に
わ

た
っ
て
繰
り
広
げ
ら
れ
た
夏
ま
つ
り
は
、
期
間
中
、
例
年

を
上
ま
わ
る
、
五
十
一
万
人
の
人
出
に
溢
れ
熱
気
の
う
ち

に
終
了
し
ま
し
た
。

「ほほえむ春だあよ-J

五所川原音頭にのる、あね様達の華麗なおどり

夏、まっさかり /'

「水と、光と、音の祭典」
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第
二
回
五
所
川
原
市
総
合
開

発
審
議
会
（川
口
亀
十
郎
会
長
）
 

が
七
月
八
日
、
市
中
央
公
民
館

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

審
議
会
で
は
初
め
に
佐
々
木

市
長
が
 
「国
は
、
第
四
次
全
国

総
合
開
発
計
画
の
中
で
地
域
の

自
立
と
地
域
間
の
交
通
、
通
信

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
強
化
す
る
こ
 
 

と
に
よ
っ
て
、
地
方
の
活
性
化

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
交

流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
想
を
提
唱

し
て
い
ま
す
。
当
市
も
そ
れ
を

う
け
て
計
画
の
策
定
を
致
し
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
内
容
的

に
幾
っ
か
の
指
針
、
施
策
を
素

材
と
し
て
提
案
し
て
お
り
ま
す

が
、
委
員
の
皆
様
に
ご
検
討
を
 
 

い
た
だ
き
、
二
十
一
世
紀
へ
向

け
た
市
政
の
展
望
を
ま
と
め
あ

げ
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
あ
い

さ
つ
を
述
べ
た
後
、
コ
干

一
世

紀
五
所
川
原
市
総
合
開
発
計
画
 

（案
）」
が諮
問
さ
れ
ま
し
た
。
 

川
口
会
長
の
あ
い
さ
つ
に
続

い
て
、
事
務
局
（企
画
調
整
課
）
 

か
ら
「
国
際
化
、
情
報
化
、
高

齢
化
な
ど
時
代
の
変
化
に
的
確

に
対
応
し
、
市
の
可
能
性
を
世

界
に
向
け
て
最
大
限
に
発
揮
す

る
こ
と
を
狙
い
と
し
た
“
小
さ

な
世
界
都
市
）
づ
く
り
を
基
本

像
に
す
え
た
二
十
年
の
基
本
構

想
」
に
つ
い
て
説
明
。
 

さ
ら
に
、
委
員
か
ら
事
前
に

提
出
さ
れ
た
質
問
、
提
案
等
の

三
十
項
目
に
つ
い
て
報告
さ
れ

た
後
、
審
議
に
入
り
ま
し
た
。
 

ま
た
、
七
月
二
十
二
と
二
十

三
の
両
日
、
各
部
会
が
開
か
れ

基
本
計
画
（
十
年
）
に
つ
い
て

審
議
さ
れ
、
今
後
さ
ら
に
二
回
、
 

部
会
を
開
催
す
る
こ
と
に
して
 
 

い
ま
す
。（各
部
会
長
等
は
別
表

の
と
お
り
）
 

五
所
川
原
市
史
編
集
委
員
会
 

（
委員
長
・
長谷
川
成
一
弘
前
大

学
教
授
）
で
は
、
七
月
二
十
日

か
ら
二
十
五
日
ま
で
の
日
程
で
、
 

市
内
の
旧
家
所
蔵
古
文
書
の
合

同
調
査
を
行
な
い
ま
し
た
。
「」
 

れ
は
、
市
内
の
十
二
軒
の
旧
家

か
ら
寄
せ
ら
れ
た
史
料
を
、
近

世
部
会
、
近
・
現代
部
会
が
合

同
で
調
査
し
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ

ル
ム
に
収
め
、
市
史
編
纂
に
役

立
て
よ
う
と
試
み
た
も
の
で
す
。
 

板
垣
退
助
の
礼
状
や
現
代
画
 
 

家
工
藤
哲
巳
の
関
係
史
料
、
江

戸
時
代
の
農
村
、
医
療
等
の
貴

重
な
古
文
書
が
数
多
く
確
認
さ

れ
ま
し
た
。
 

市
史
編
集
委
員
会
で
は
、
一」
 

れ
ら
の
史
料
を
さ
ら
に
詳
細
に

分
析
す
る
予
定
で
す
。
 

ま
た
、
市
史
編
基
至
（
【
三

四
u
三
二
五
六
）
で
は
、
今
後

と
も
市
民
か
ら
の
史
料
提
供
を

期
待
し
て
い
ま
す
。
 

2
1世

紀

の
市
政
を

展
望
 

旧
家
所
蔵
古
文
書
の
 

「小
さ
な
世
界
都
市
」
つ
く
り
を
目
指
す
 

合
同
調
査
を
行
う
 

市
総

合
開
発
計

画
案

を
審
議

会

に
諮

間
 

ー

市
史
編
集

委
員
会
ー
 

佐々木市長（右）から諮問書を手渡される
川口会長（左） 

生涯生活 

政策部会 

部 会 長 成田 	守（青森県議会議員） 

職務代理者 中谷惣一郎（市農協組合長） 

生涯健康 

政策部会 

部 会 長 三和 	満（難津軽鉄道代表取締役） 

職務代理者 山内 	政（市体育指導員協議会委員） 

生涯教育 

政策部会 

音β 会 長 戸マ畢 一光（青森職業訓練短期大学校長） 

職務代理者 田中 和弘（前市小・中学校長会会長） 

生涯福祖： 

政策部会 

部 会 長 山谷 	清（人権擁護委員） 

職務代理者 千葉 勝1責（民生児童委員） 

合同調査を行う委員の皆さん 

【
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第
二
回
五
所
川
原
市
総
合
開

発
審
議
会
(川
口
亀
十
郎
会
長
)

が
七
月
八
円
、
市
中
央
公
民
館

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

審
議
会
で
は
初
め
に
佐
々
木

市
長
が
「
国
は
、
第
四
次
全
国

総
合
開
発
計
画
の
中
で
地
域
の

自
立
と
地
域
聞
の
交
通
、
通
信

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
強
化
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
地
万
の
活
性
化

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
交

流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
忽
を
提
唱

し
て
い
ま
す
。
当
市
も
そ
れ
を

う
け
て
計
画
の
策
定
を
致
し
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
内
容
的

に
幾
つ
か
の
指
針
、
施
策
を
素

材
と
し
て
提
案
し
て
お
り
ま
す

が
、
委
員
の
皆
様
に
ご
検
討
を

幻
世
紀
の
市
政
を
展
望

「
小
さ
な
世
界
都
市
L
H

つ
く
り
を
目
指
す

ー
市
総
合
開
発
計
画
案
を
審
議
会
に
諮
問
|
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川口会長(左)

い
た
だ
き
、

二
卜

一
世
紀
へ
向

け
た
市
政
の
展
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ま
と
め
あ

げ
た
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と
思
い
ま
す
」
と
あ
い

さ
つ
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べ
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後
、
「
二
卜

一
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紀
五
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川
原
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総
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開
発
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調
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か
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国
際
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、
情
報
化
、
高

齢
化
な
ど
時
代
の
変
化
に
的
確

に
対
応
し
、
市
の
可
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世

界
に
向
け
て
最
大
限
に
発
押
す

る
こ
と
を
狙
い
と
し
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H

小
さ
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都
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H
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く
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を
基
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像
に
す
え
た
二
卜
年
の
基
本
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つ
い
て
説
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。

さ
ら
に
、
委
日
か
ら
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前
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提
出
さ
れ
た
質
問
、
提
案
等
の

三
卜
項
目
に
つ
い
て
報
告
さ
れ

た
後
、
審
議
に
入
り
ま
し
た
。

ま
た
、
七
月
二
十
二
と
二
十

三
の
両
日
、
各
部
会
が
聞
か
れ

基
本
計
画
(
十
年
)
に
つ
い
て

審
議
さ
れ
、
今
後
さ
ら
に
二
回、

部
会
を
開
催
す
る
こ
と
に
し
て

い
ま
す
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各
部
会
長
等
は
別
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の
と
お
り
)
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と
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す
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県
民
手
帳
等
の
 

刊
行
物
予
約
受
付
 

▽
平
成
四
年
版
 
県
民
手
帳
 

一
部
 
四
〇
〇
円
 

▽
平
成
「犀
版
 
県
勢
グ
ラ
フ
 

一
部
 
三
五
〇
円
 

▽
平
成
三
年
度
 
青
森
県
の
姿
 

一
部
 
一
、四
〇
〇
山
 

▽
申
し
込
み
先
 

市
役
所
企
画
調
整
課
統
計
調

査
係
（
か
⑩
三
一
一
内
線

一
一
一五

一
三
一
六
）
 

※
な
お
、
各
町
内
で
も
回
覧
で

申
し
込
み
を
受
付
て
お
り
ま

す
。
 

こ
の
日
は
、
 

日
頃
お
世
話
に

な
っ
て
い
る
お

礼
と
生
活
学
校

を
市
民
に
よ
く

知
っ
て
ほ
し
い

こ
と
か
ら
行
っ

た
も
の
で
す
。
 

市
庁
舎
周
辺
を
草
取
り
奉
仕
 

ー
生
活
学

校
の
み
な

さ
ん

ー
 

五
所
川
原
生
活
学
校
（
三
橋

さ
と
る
委
員
長
）
で
は
七
月
一
一

十
九
日
、
会
員
約
二
十
人
が
参

加
し
て
市
庁
舎
周
辺
の
草
取
り

を
し
、
市
民
か
ら
喜
ば
れ
ま
し

た
。
 

同
生
活
学
校
は
、
全
国
組
織

の
下
、
資
源
確
保
の
一
環
と
し

て
古
紙
再
生
の
た
め
に
牛
乳
パ

ッ
ク
の
回
収
、
さ
ら
に
、
環
境

問
題
（
ゴ
ミ
）
等
に
つ
い
て
も

学
習
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
で
す
。
 

⑤平成 3 年（1991年）8 月15日 	 広報ごし、ょがわら 
	

（第741号） 

21世紀五所川原 
市民会議 

地域集会の日程決まる 
市民の皆さんZノ 

日頃から行政に望みたいこと、 こうあるべき 

だと思っていることはありませんか。 

市では、次の日程で21世紀五所川原市民会議 

地域集会を開催します。 

農業問題、 v5、るさとづく りへのご提言、ゴミ 

やし尿の問題など、何んでも結構です。 

どなたでトも自由に参加し、 自由に発言してく 

⑥日 程 

昨年の地域集会風景 

ださい。 集会の後には、 ささやかですが懇親の

時間も用意して」三】,ります。 

是非、 ご近所お誘い合わせのうえご参加くだ

さし、。 

日
。
 
 

口
］
 
 

曜日 時 間 対象地区 開催場所 n
  

口
」
 
 

曜日 時 間 対象地区 開催場所 

。

J
 
 

に
J
  

木
  

13: 30- 三好地区 
一
 
一
 
一
 

 

、こ
、
ノ
 

コ
 
セ
 
ュ

タ
 

テ三
 
イ
好
 

 。

J
 
 

27 金
  

10 : 00- 梅沢地区 
こ
、
ン
 

一
 
一
 
一
 

梅
テ
 
沢

イ
 
コ
 

セ
 

ュ
タ
  

6
  

金
  

13 : 30- 中川地区 
一
 一
 

一
 

こ
、
、
ノ
 

コ
 セ
 

ュタ
 
テ
中
 

イ

'
I
 

 

13 : 30- 七和地区 
一
 
一
 
一
 

 

、
こ、
ノ
 

コ

セ
 

ュタ
 
テ
七
 
イ
和
 

 

。

J
 
 

月
  

10: 00- 毘沙門地区 
毘沙門・長富コミ

ュニテイセンター 

10 

っJ
 
 

木
  

10 : 00- 小曲地区 農村婦人の家 

13 : 30- 飯詰地区 
一
 
一
 
一
 

こ
、、
ノ

コ

セ
 

ュタ
 
テ
飯
 
イ
詰
 

 

13 : 30- 五所川原（相 
しきしまコ ミ二1. 
ニテイセンター 

11 水
  

10: 00- 長橋地区 
ミ
、
ン
 

一
 
一
 
一
 

コ
セ
 
ュ
タ
 

テ
長
 
イ
橋
 

 4
一
 

金
  

10: 00- 栄 地 区 
コ 	ミ ュ．ニ．テ イ 

セ ン タ、ー 栄 

13 : 30- 松島地区 
、
、
、
、
ノ
 

一
 
一
 
一
 

コ
セ
 
ュ

タ
 

テ
松
 
イ
島
 

 

13 : 30- 五所川原（南 
富士見コミュ．ニ

テ イ セ ン タ ー 

草取りに精を出す生活学校の

みなさん 

ださしミ。集会の後には、ささやかですが懇親の

時間も用なし で あ、ります。

是非、 ご近所お誘い合わせのう えご参加lくだ

さしミ。

月 日 曜日 時間 対象地区 rm催場所 月 13 限口 H寺 /IJJ 対象地区 |羽催場所

5 木 13: 30- 三 好地区
コミュニティ

10: 00- キ毎沢地 区
梅沢 コミュニ

センタ 一三 好 ティセンター

9 27 金

6 金 13: 30- 中 川地 区
コミ ュニテ ィ

13: 30- 七平日地区
コミュニティ

センター中川 センターヒキU

10: 00- 毘沙門地区
毘沙門・長富コ ミ

10: 00- 小曲地区 農村婦人 の家
ュニティセンター

9 9 月 3 木

13: 30- 飯詰地区
コミ ュニテ ィ

13: 30- 五所川原(~b
しきしまコミュ

センター飯詰 ニティセンター

10 

10: 00- 長橋地区
コミ ュニテ ィ

10: 00- 栄地区
コミュニティ

センター長橋 セン夕、一栄

11 水 4 金

13: 30- 松島地区
コミュ ニ ティ

13: 30- 五所川原(鵡
富士見コ ミュニ

センター松島 ティセンター

(第7417})

市
庁
舎
周
辺
を
草
取
り
奉
仕

ー
生
活
学
校
の
み
な
さ
ん
|

同
生
活
学
校
は
、

全
国
組
織

の
下
、
資
源
確
保
の
一
環
と
し

て
古
紙
再
生
の
た
め
に
牛
乳
パ

ッ
ク
の
回
収
、
さ
ら
に
、
環
境

問
題

(
ゴ
ミ
)
等
に
つ
い
て
も

学
習
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
で
す
。

こ
の

H
は、

H
頃
お
世
話
に

な
っ
て

い
る
お

礼
と
生
活
学
校

を
市
民
に
よ
く

知
っ
て
ほ
し
い

こ
と
か
ら
行
っ

た
も
の
で
す
。

五
所
川
原
生
活
学
校

(三
橋

さ
と
る
委
員
長
)
で
は
七
月
二

十
九
日
、
会
員
約
二
十
人
が
参

加
し
て
市
庁
舎
周
辺
の
草
取
り

を
し
、
市
民
か
ら
喜
ば
れ
ま
し

た
。

昨年の地域集会風景

草取りに精を出す生活学校の

みなさん

広報ごしょがわら

市民の皆さん.ゲ

円頃から行政に望みたいこと、こうあるべき

だと思っていることはあ りませんか。

市では、次の 円程で21世紀五所川原市民会議

地域集会を開催 します。

農業問題、ふるさとづくりへのご提言、

やし尿の問題な ど、何んでも結構です。

どなたでも自 由に参加し、白由に発言してく

ゴミ

21世紀五所川原
市民会議
地域集会の日程決まる

県
民
手
帳
等
の

刊
行
物
予
約
受
付

⑤平成3年(1991年)8月15日

市
役
所
企
画
調
整
課
統
計
調

査
係
(
宮
⑮
一
一
一
一
一
内
線

=
二

五
・

三

二
ハ
)

※
な
お
、
各
町
内
で
も
回
覧
で

申
し
込
み
を
受
付
て
お
り
ま

す
。

マ
平
成
四
年
版
県
民
手
帳

一
部

四

O
O円

マ
平
成
三
年
版
県
勢
ク
ラ
フ

一
部

三
五
O
円

マ
平
成
三
年
度
青
森
県
の
姿

一
部

一
、四

O
O円

マ
申
し
込
み
先

手呈。日



私
の
風
景
 
ー
こ
こ
が

好
き

て
す
 
⑥
 

成
 
田
 
磨
留
子
さ
ん
 

（
市
内
旭

町

四
〇
）
 

岩
木
川
と
川
向
う
 

産
経
会
館
に
勤
務
し
て
い
た

頃
、
事
務
局
の
窓
か
ら
、
毎
日

眺
め
た
こ
の
風
景
が
と
て
も
好
 

き
で
す
。
 

私
は
、
街
の
中
心
部
に
住
み
 

な
か
な
か
岩
木
山
を
見
る
こ
と
 

が
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
最
初

事
務
局
の
窓
か
ら
、
こ
の
風
景

を
見
た
時
は
、
と
て
も
感
動
し
．
 

て
し
ま
っ
た
こ
と
を
憶
え
て
い

ま
す
。
 

区
画
整
理
さ
れ
た
田
ん
ぼ
が

四
季
を
は
っ
き
り
と
見
せ
て
く

れ
る
の
で
す
。
 

春
は
田
植
前
の
茶
色
の
土
、
 

そ
し
て
今
頃
は
、
順
調
に
育
っ

て
い
る
稲
の
美
し
い
緑
、
秋
に

は
、
黄
金
色
の
稲
穂
が
揺
れ
、
 

冬
は
、
吹
雪
で
全
く
家
並
が
見

え
な
く
な
っ
た
り
、
又
晴
れ
た

日
に
は
、
雪
が
キ
ラ
キ
ラ
と
輝

き
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
で
も
敷
き

詰
め
た
か
の
様
に
思
っ
た
も
の

で
し
た
。
 

今
ま
で
見
た
、
い
ろ
ん
な
風

景
を
思
い
浮
べ
て
み
て
も
、
「」
 

こ
か
ら
の
風
景
が
一
番好
き
で

す
。
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五
所
川
原
俳
句
会
 

夏
潮
も
乗
り
込
み
さ
う
な
五
能

線
 

長
谷
川
葉
子
 

さ
な
ぶ
り
の
日
輪
勢
ふ
太
刀
踊
 

斎
藤
今
日
子
 

夏
の
雲
う
た
ふ
シ
グ
ナ
ル
黄
は

赤
に
 

成
田
 
市
子
 

ハ
ン
カ
チ
を
兜
に
折
り
て
小
児

棟
 
松

宮
 
梗
子
 

万
緑
や
決
め
か
ね
る
こ
と
多
す

ぎ
て
 
高
松
 

栄
 

羅
に
い
よ
い
よ
細
身
か
く
し
得

ず
 

対
馬
 
障
子
 

蔓
の
手
の
空
へ
涼
し
げ農
に
生

き
 

鳴
瀬
 
牛
角
 

鍔
広
き
夏
帽
を
撰
り
老
ゆ
る
ま

じ
 

三
上
 
北
人

◇
訂
正
と
お
わ
び
 

八
月
一
日
号
の
、
こ
の
欄
に
 

囲
囲
と
あ
る
の
は囲
回
 

の
誤
り
で
し
た
。
 

訂
正
し
て
深
く
お
わ
び
致
し
 

ま
す
。
 

五所川原甚句 

盆おどり大会 
300余年の歴史ある五所川原甚句で、盆

踊りをより楽しいものにしましょう。 

レとき 8 月1611 -47日

午後 7時～ 9時30分 

（但し、こどもの盆踊

りは 8時30分まで） 

レところ 五所川原市役

所前 お祭り広場（雨

天の場合は翌日） 

レ賞 団体、個人（仮装

は大歓迎です） 

第
三
十
ニ
回
青
森
県
公
民
館
大
会
 

生
涯
学
習
推
進
と
地
域
お
こ
し
振
興
を
図
る
た
め
、
公
民
館
活

動
を
い
か
に
展
開
す
べ
き
か
」
を
テ

ー
マ
に
大
会
を
開
催
し
ま
す
。
 

ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
 

▽
日
時
 
八
月
二
十
六
日
（月
）
 

域
住
民
（
男
女
年
齢
を
問
い
ま

午
後
一
時
、
四
時
、
八
月
二
十
 
せ
ん
）
 

七
日

（火
）
午
前
九
時
、
十
二
 

v
申
し
込
み
締
切
 
八
月
二
十
 

時
、
二
日
間
 

H

（木
）
 

▽
場
所
 
市
中
央
公
民
館
 

▽
申
し
込
み
及
び
間
い
合
わ
せ
 

▽
記
念
講
演
 
「
生
涯
学
習
と
 
先
 
市
中

央
公
民
館
（
”
三
五
 

公
民
館
と
の
か
か
わ
り
」
 
につ
 

ー
六
〇
五
六
番
）
 

い
て
 
県
明
る
い
選
挙
推
進
協
 
▽
資

料
代
 
無
料
 

議
会
常
任
委
員
 
田
端
義
宏
氏
 
▽

主
催
 
青
森
県
公
民
館
連
絡
 

▽
各
町
村
の
活
動
発
表
 

協
議
会
 

▽
参
加
対
象
 
社
会教
育
団
体
、
 
▽
主
管
 
西
北
五
公
民
館
連
絡
 

地
域
の
婦
人
団
体
、
婦
人
グ
ル
 

協
議
会
 

ー
プ
、
P
T
A
等
各
分
野
の
地
 

図 
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私
の
風
景
-
唱
}
唱
』
が
好
き
で
す

成

岩
木
川
と
川
向
う

aM
経
会
館
に
勤
務
し
て
い
た

凶
、
宗
務
川
の
窓
か
ら
、
毎
日

眺
め
た
こ
の
風
景
が
と
て
も
好

き
で
す
。

私
は
、

街
の
中
心
部
に
住
み

な
か
な
か
岩
木
山
を
けん
る
こ
と

⑥ 

田

磨
留
子
さ
ん

(市
内
旭
町
四

O
)

が
で
き
な
か

っ
た
の
で
、
最
初

事
務
局
の
窓
か
ら
、
こ
の
風
景

を
見
た
時
は
、
と
て
も
感
動
し

て
し
ま

っ
た
こ
と
を
憶
え
て
い

ま
す
。

区
岡
整
理
さ
れ
た
旧
ん
ぽ
が

四
季
を
は

っ
き
り
と
比
せ
て
く

れ
る
の
で
す
。

春
は
凹
植
前
の
茶
色
の
土
、

そ
し
て
今
頃
は
、
順
調
に
育
っ

て
い
る
稲
の
美
し
い
緑
、
秋
に

は
、
賞
金
色
の
稲
穂
が
揺
れ
、

冬
は
、
吹
雪
で
全
く
家
並
が
兄

え
な
く
な

っ
た
り、

又
附
れ
た

日
に
は
、
雪
が
キ
ラ
キ
ラ
と
輝

き
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
で
も
敷
き

詰
め
た
か
の
様
に
思

っ
た
も
の

で
し
た
。

今
ま
で
兄
た
、
い
ろ
ん
な
風

設
を
忠
い
浮
べ
て
み
て
も
、
こ

こ
か
ら
の
風
景
が

一
審
好
き
で

す
。

第
三
十
二
回
青
森
県
公
民
館
大
会

「生
涯
学
習
推
進
と
地
域
お
こ
し
振
興
を
図
る
た
め
、
公
民
館
活

動
を
い
か
に
展
開
す
べ
き
か
」
を
テ
ー
マ
に
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

ふ
る

っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

マ
日
時

八
月
二
卜
六
日
(月
)

午
後

一
時

1
四
時
、

八
月
二
十

七
日

(火
)
午
前
九
時
1
十
二

時、

二
日
間

マ
場
所

市
中
央
公
民
館

・
マ
記
念
講
演

「生
泥
学
習
と

公
民
館
と
の
か
か
わ
り
」
に
つ

い
て

県
明
る
い
選
挙
推
進
協

議
会
常
任
委
只

凹

端

義
宏
氏

マ
各
町
村
の
活
動
発
表

マ
参
加
対
象

社
会
教
育
同
体
、

地
域
の
婦
人
同
体
、
財
人
グ
ル

ー
プ
、
P
T
A
等
各
分
野
の
地

域
住
民

(男
女
年
齢
を
問
い
ま

せ
ん
)

マ
申
し
込
み
締
切

八
月
二
卜

二
U

(木
)

マ
申
し
込
み
及
び
問
い
合
わ
せ

先

市
中
央
公
民
館

(
宮
三
五

|
六
O
五
六
番
)

マ
資
料
代

無
料

マ
主
催

青
森
県
公
民
館
連
絡

協
議
会

マ
主
管

協
議
会

阿
北
五
公
民
館
述
絡

五所川原甚句

¥¥おどり夫会
300余年の歴史ある五所川原甚句で、盆

踊りをより楽しいものにしましょう。

[>とき 8)J1611-1711 

午後 7U矛- 911芋30分

(但 し、こどもの盆踊

りは 8時30分ま で)

[>ところ 1i所川原市役
所前 お祭 り広助 (雨

天の場介は翌円)

[>質 問体、個人 (仮装

は大歓迎です)

ま の日目 。じ鍔足
す言r~呉 丘三 八 訂 広
。正り 噸引Jl正 き
しても~プー と 夏
てし主 IJお R 
i菜たてf号 わ を
く 。去の び 撰 よ
ー - . • 

h '主こ モ老
び 旬宇lの ゆ
致 二二二欄 」ヒ る
し 淘 |に 人 ま

@D 
園

五
所
川
原
俳
句
会

夏
潮
も
乗
り
込
み
さ
う
な
五
能

線

長

谷

川
葉
γ

十

さ
な
ぶ
り
の
円
輪
勢
ふ
太
万
踊

斎
藤
今

U
子

夏
の
雲
う
た
ふ
シ
グ
ナ
ル
貨
は

赤
に

成

出

市

子

十見~ ~ノ、
ン

カ
チ
を
~m 

f公tfr
'，';II~ り

て
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7J7)ある豊か妾着ぎ乙を末来へ

全国水の週間（8月 1 日～8月7日） 

津
軽
ダ
ム
の
建
）
利
 

将
来
に
わ
た
り
、
岩
木
川
を
安
全
に
管
理
す
る

た
め
、
当
市
を
含
む
、
二
十
八
市
町
村
が
建
設
を

促
進
し
て
い
る
の
が
、「津
軽
ダ
ム
」
 
です
。
 

西
目
屋
に
あ
る
現
在
の
「
目
屋
ダ
ム
」
と
、
ほ

ぽ
同
じ
位
置
に
建
設
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

こ
の
ダ
ム
は
、
多
目
的
ダ
ム
で
、
水
害
か
ら
の

防
御
を
は
じ
め
、
水
道
用
水
、
工
業
用
水
な
ど
の

ほ
か
、
夏
で
も
川
に
、
安
定
し
た
流
量
の
水
を
供
 

水
は
私
達
の
命
の
源
で
す
。
水
は
、
農
業
、
エ

業
、
水
力
発
電
等
、
毎
日
の
暮
し
を
支
え
る
貴
重

な
資
源
で
す
。
 

お
い
し
い
水
、
き
れ
い
な
水
の
あ
る
豊
か
な
暮

し
を
、
未
来
へ
伝
え
て
行
き
ま
し
ょ
う
。
 

目覚めの水（水と健康） 
私達の胃腸は、眠っている間、自律

神経によってコントロールされていま

す。朝一杯の水を飲むことにより、胃

力凍g激を受け、鎮静化している働きを

活発にし、食欲の増進をもたらします。 

水が冷たい程、腸に対する刺激も大き

くなり、せん動連動も大きくなります。 

コップー杯の水で、心も体もリフレ
ッシニュ，ノ 

給
で
き
る
な
ど
の
働
き
を
持
ち
、
治
水
、
利

水
の
両
面
か
ら
、
早
期
の
完
成
が
望
ま
れ
て

い
ま
す
。
 

（建
設
省
津
軽
ダ
ム
工
事
事
務
所
）
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東北総合体育大会開催 
～ソフトボールと柔道～ 

第18回東北総合体育大会が本県で開催されま 

すが、当市においては、昭和52年の 「あすなろ 

国体」 と同種目のソフ トボールと柔道競技が行 

なわれます。 

レソフトボール競技 

〇期日 8 月30日（金）-9月 1 日（日） 

〇会場 市営球場（成年女子） 

北斗グラン ド（成年男子 1部二 2 部） 

五所川原商業高等学校グラン ド（少年 

男子・女子） 

レ柔道 

〇期日 8 月31日（土）-9月 1 日（日） 

〇会場 市民体育館 

レ東北総合体育大会五所川原市実行委員会事務 

局 

市教育委員会社会教育課内 内線250番 

市民プールからのお知らせ 

8 月18日（日）水泳連動会が開催されま すので

参加申込みされた方以外は、午前中の遊泳はで

きません。 

一般の方は、午後1時からの遊泳となります二っ 

平成3年度市合同金婚式 

今年も、めでたく結婚50年を迎えられた長寿

ご夫婦を心からお祝いするため、合同金婚式を

行います。 

レ対象夫婦 婚姻届以来50年（昭和16年届出） 

を経過したご夫婦。 確認のため戸籍謄本が必

要です。 

ン申し込み締切 8 月30日（金） 

レ日時、場所については、追ってお知らせしま

十 

＞お申し込み 市福祖；事務所福4止係へ（か35 
2111 （内線294) 

料理教室 働く婦人の家 
ン内容 夏を健康に のりきる半斗理 

D日時 8 月22日（木） 午後 6 時30分～ 8 時30分 

8 月23日（金う 午前10時～正午 

レ募集人員 両日とも20人 

D対象者 市内に住所、又は勤務先を有する婦 

人。 

レ締切り 定員になり次第しめ切ります。 

レ受講料 無料（材料費は各自負担） 

レ申し込みと間い合せ 

市内新町 イ動く婦人の家（廿35 -8898) 

、
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東北総合体育大会開催

~ソフトボールと柔道~

平成3年度市合同金婚式

広報ごしょがわら⑦平成3年(1991年)8月15日

今年も、めでたく結婚50年を迎えら れ た長寿

ご夫婦を心からお祝いするため、合同金婚式を

行います。

1>対象夫婦 婚姻届以来50年 (昭和16年届出)

を経過したご夫財。確認のため戸籍謄本が必

~です。

1>申 し込み締切 8月30日(金)

1>日時、場所については、追ってお知らせしま

-9。

1>お 申 し込み 市福祉事務所福祉係へ

- 2 1 1 1 (内線294) 

料理教室

第181口l東北総合体育大会が木県で開催されま

すが、と~，行においては、昭和52年の「あすなろ

国体」と同種目のソフトボールと柔道競技が行

なわれます。

1>ソフトホール競技

0期日 8月30I::l (金)- 9月 1，.， (日)

0会場 市営球場 (成午:/;1;子)

北斗グラン ド(成年フ;f二1昔15'.2脅11)

五所川原商業高等学校グランド(少年

男子 ・女子)

(宮 35

夏を健康 に のりきる料理

8月22日(木) 午後 6時30分 - 8時30分

8) J 23日幽午前10時 ~正午

1>募集人員 両 日とも20人

1>対象者 I打内 に住所、又は勤務先を有す る婦

人。

1>締切り 定nになり次第しめ切ります。
1>受講料 無料 (材料貸は各白負担)

1>申し込 みと問い合せ

rl1内新町 働く 財 人の家

一働く婦人の家-

1>内容

1>日目寺

1>柔道

0期 日 8月31日(土)- 9月 1IJ (口)

0会場 市民体育館

1>東北総合体育大会五所川原 市実行委1..1会事務

局

市教育委員会社会教育課内 内線250番

市民プールからのお知らせ

8月18H(R)水泳運動会が開催されますので

参加申込みされた方以外は、午前中の遊泳はで

きません。

一般の)Jは、午後1時 からの遊泳となります。
(宮35-8898)

水のある豊かな暮しを未来へ

全国水の週間(8月1日"'8月7日)

水
は
私
達
の
命
の
源
で
す
。
水
は
、
農
業
、
工

業
、
水
力
発
電
等
、
毎
日
の
暮
し
を
支
え
る
貴
重

な
資
源
で
す
。

お
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し
い
水
、
き
れ
い
な
水
の
あ
る
豊
か
な
暮

し
を
、
未
来
へ
伝
え
て
行
き
ま
し
ょ
う
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十
八
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町
村
が
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を

促
進
し
て
い
る
の
が
、
「
津
軽
ダ
ム
」
で
す
。

同
日
屋
に
あ
る
現
花
の
「
日
屋
ダ
ム
」
と
、
ほ

ぽ
同
じ
位
同
に
建
設
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
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の
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、
多
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で
、
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、
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工
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に
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流
虫
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で
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ど
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働
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持
ち
、
治
水
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水
の
両
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ら
、
早
則
の
完
成
が
望
ま
れ
て

い
ま
す
。
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設
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工
事
事
務
所
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目覚めの水(水と健康)
私達の目 JJ易は、 "民っている問、白 f~t

神経によってコン トロールされていま

す。朝一杯の水を飲むことにより、行

が刺激を受け、鎮静化 している{引きを

活発にし、食欲のI曽進をもたらします。

水が冷たい程、脇に対する刺激も大き

くなり 、せん割j運動も大きくなります。

コップ一杯の水で、心も体もリフレ

yシュ /
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平成 3年度弘前大学公開講座 
―くらしの中の科学と文化一 

この講座は、弘前大学教養部に勤めている、 

多彩な分野の研究者による、文化、教養0鴻劃座 

で、内容もやさしく豊富です。 皆さん、気軽に 

参加して下さい。 

レ日 程 等 

開催月日 ~ 時 間 ~ 	 講 	義 	題 講 師 

~ 9 月 3 日（火） 8
 

n
v
 

一
 

っ
J
 
0
  

0
 
2
 
0
 

 

「津軽の英学 
~ 	ーアメリカ文化の衝撃と波動 

弘前大学教授 山 本 博 

「 9 月 6 日（釘 一
 
。

山
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0
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「為替相場を考える 
~ 	ー円レートとくらしー 

弘前大学教授 斧 田 好 雄 
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津軽弘前藩の武芸にっいて 
9 月10日（火） ―「当田流太刀」浅利伊兵衛｛明暦2年（1655年） 弘前大学教授 太 田 尚 充 

～享保 3 年（1718)｝の生きざまを探る― 

9 月13日（金γ 一
 
。
乙
 

0
 

っ
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「くらしと生態系 
ー人類の生活と自然生態糸の関係をさぐるー 

弘前大学教授 牧 田 肇 

9 月17日吹） 一
 っ

一
 

っ
J
 
 

8
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「進fしの考えをめぐって 
世間の常識と科学 

弘前大学助教授 佐 原 雄 二 

9月20日（可 一
 
り
一
 

0
  
8
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「デュケケーム 「自殺論」 と現代の日本社会
―金持ちニッボンのゆくえを考えるー 

弘前大学助教授 武 田 共 治 

レ会 	場 弘前大学教養部23番講義室 

レ受講対象者 一般市民他 

レ募 集 人 員 50名 

レ申込受付期間 7 月22日（月）-8月24月（土）（募集人員に達し次第締め切ります。） 

平 日 午前 9 時～午後 4 時 土曜日 午前 9 時～正午 

レ申 込 先 〒036 弘前市文京町1番地 弘前大学教養部庶務係 

電話（0172) 36一2111 内線5103-4 

レ申 込 方 法 下の申込書に所定の事項を記入し、受講半十を添・えて申込んでください。 

レ受 講 料 4,120円（テキスト代を含むJ 

レ修 了 証 書 総講義時間数の 3 分の 2 以上出席の方に授与します。 

レそ の 他 開講式（9 月 3 日（火））並びに閉講式（ 9 月20日（金）） を行います。 

弘前大学公開講座（くらしの中の科学と文化）受講申込書 

氏 名 住 所 年令 性別 職 業 勤 務 先 

TEL : - TEL: 

レ
レ
 
レ
レ
 

申

受

修
そ
 

込
 
了
 

講
 

の
 

方

；
 
証
 

法
料
書
他
 

参プ器「『出店してみませんカ 
岩木川「河Jlはつ‘力（コスモスまつり）会場 

レとき 平成 3 年 9 月15日（日） 9 : 00-16 : 00 

レとこる 岩木川河川敷（乾橋下流） 

母 る岩木Jlに7)「魅力」と「尊さ」を再認識し、限

りある資源を大切にすることをテーマにリサイク

ルショップを開儀します。 

個人で、又はグループで、各家庭に眠っている 

品物（古着、古本、食器、電気製品、その他） 

なお、場所に限りがありますので、お早めにま了 

申し込み下さい。 

D募集しめ切り 平成 3 年 8 月31日 16 : 00まてる 

レ参加料 無料です 

レ間い合せ 建設部土木課 高橋（内線224) 

平成 3年(1991年)8月15日 広報こしょがわら (第741号)③

[>日程等

開イ雀月日 H、子

平成3年度弘前大学公開講座
ーくらしの中の科学と文化一

rm 

この講座は、弘前大学教養部に勤めている、

多彩な分野の研究者による、文化、教養の講座

で、内容もやさしく豊富です。皆さん、気軽に

参加して下さい。

fI梓 J安 題 J持 良市

9月3R0A) 18 : 00-20 : 30 
冷車王の英学

弘前大学教段山本
一アメ リカ文化の衝撃と波動ー 博

9月6日(鉛 18 : 00-20 : 30 
為替相場を考える

弘前大学教授斧旧好*
一円レートとくらしー

津軽弘前務の武芸について
9月10日(火) 18 : 00-20 : 30 「当l丑流太万」浅平IJ伊兵衛{明!晋2年(1655年) 弘前大学教綬太悶 尚 充

~享保 3年(17l8)}の生きざまを探 るー

9月13n(鈴 18 : 00-20 : 30 
くらしと生態系 弘前大学教授 牧田 "!'if 
一人類の生活と(1然生態系の関係をさぐるー

9月17日仏d 18 : 00-20 : 30 
「進イヒ」の考えをめ ぐって

弘前大下助教扱'佐原雄 二
一世間の常識と科学一

9月20日倒 18 : 00-20 : 30 
デュルケーム「向殺論」と現代の日本社会

弘前大下助教妓ー武田共 治
金持ちニッポンのゆくえを考える

[>会 場

[>受講対象者

[>募集人員

[>申込受付期間

[>申 込 先

[>申込方法

[>受 講 事ヰ

[>修了証書

[>そ 。コ 他

氏 名

弘前大学教養部23番講義室

一般市民他

50名

7月22日(月)- 8月24月ω(募集人員に達し次第締め切ります。)

平日 午前 9時~午後 4時 土叫日 午前 9時~正午

，〒036弘前市文京町 1番地弘前大学教養部庶務係

電話 (0172)36-2111 内線5103-4

下の申込書に所定の事項を記入し、受講料を添えて申込んでください。

4，120円(テキスト代を含むJ
総講義時間数の 3分の 2以上出席の方に授与 します。

開講式(9月 3日例)並びに閉講式 (9月20日働)を行います。

弘前大学公開講座 (く らしの中の科学と文化)受講申込書

住 所 |年令 |性別 |職業 | 勤 務

TEL: ' TEL: 

岩木川「河川まつりJ(コスモスまつり)会場

先

[>とき 平成 3年 9月15円(R) 9: 00-16 : 00 品物(古在、古本、食誌、電気製品、その他)

bところ 岩木川河川敷(乾橋下流) なお、湯所に限りがありますので、お早めにお

母 る岩木川の「魅力」と「尊さ」を再認識し、限 申 し込み下さし、。

りある資源を大切にすることをテーマに リサイ ク b募集しめ切り 平成 3年 8月31日 16 : 00まで

ルショップ を開儀します。[>参加料 無料です

個人で、又はグループで、各家庭にJll~ って い る [>問い合せ 建設営15土木諜 高精 (内線224)
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91「くらしと趣味の教室」開講 
一伸ばせ世界へ、若い力を一 

レ受講対象 市内に住所、又は勤務する勤労青 

少年で、おおむね、15歳～30歳迄の男女。 但 

しこの年齢」一】よ外で受講希望の方は、下記へお 

問い合せ下さい。 

レ受講料 無料（材拳十代は本人負担） 

レ期間 9 月10日（火）-11月21日（木） 

レ時間 午後 6 時30分～ 8 時30分 

レ申し込み締切り 9 月 3 日（火） 

レ申し込み及び間い合せ 勤労青少年ホーム 

廿 34-3602 

レ講座内容 

曜日 教 室 名 定員 回数 内 	 容 

火
  

料 	理 10 10 手作りお料理で、ご家族へルンー 

陶 	芸 10 12 ご自分で、湯呑み茶碗や、花瓶を。 

茶 	道 10 10 お茶の基本（裏千家）、あなたに優雅さを。 

は が き 絵 10 10 季節の草花を絵筆にたくして、お便りを。 

水 社交ダンス 15 10 優しく踊れて、楽しい触れ合い。 

木
  

生 	け 	花 10 10 お勤めに、ご家庭に、あなたの優しさを。 

ボ一ルペン字 10 10 実用ボールペン字で、真心のお便りを。 

着 付 	け 15 10 着こなしと、女らしさのポイントを。 

ム
→
  

組 	ひ 	も 10 10 各種初歩から完成までを、親切に。 

丁 	芸 10 10 可愛い小物入れ他、プレゼント品まで。 

あすを拓くあすなろ県民運動 

作文コンクール募集 

レテーマ 「手J、の描く未米のくに青森」 

サフ’タイ トル 「2001年の私のふるさと」 

豊かでイ主みよい、活力ある郷土づく りを基 

本として、21世紀の郷土をいかに発展させる 

か、作文を募集するものです。 

D」iと募資格 小学生・中学生・高校生・ ・般 

レ原稿枚数 400字詰原稿用紙 5 枚以内 

レ」応募締切 平成 3 年 8 月31日（当日消印有効） 

ン送り先 青森市長島1-1-1 

県生活福祖：部県民生活課 

あすを拓くあすなろ県民運動推進協議会 

廿 0177-22-1111（内線2227) 

南部史跡・文化財めぐり 
青森県歴史の道整備促進協議会では、「南部史 

跡・文化財めぐり」 を行ないます。 皆さん多数 

のご参加をお待ちしております。 

レ日時 9 月 8 日（日） 

レコーズ 

五所川原中三デパート前発6: 00～鶴田～板 

柳～藤崎～黒石～十和田湖～奥入瀬～新渡戸 

記；念こ館～南部公霊廟～三戸城、温故館～田子 

城跡～発荷峠～黒石～藤崎～五所川原中三ラゴ 

ノぐート前着19: 30 

レ集合場所・時間 五所川原中三デパート前 

（市内本町）午前6 時まてる 

ン会費 1ノ、 5,400円（見学半I、昼食代含む。） 

レ申込み先 青森市大字松森字佃 

青森県歴史の道整備促進協議会事務局 

(か0177-42-1064番） 

レ申込み締切 9 月 6 日（金） 

レ申込み受付時間 午前 8 時30分～午後 4 日寺ま 

で’（日曜日を除く） 

西北五Rh（一）友の会ご案内 
友の会の目的＝この会は、会員が輸血のためRh 

( ）型血液を必要とするとき、会員が相互に血液を提

供しあい助けあうことを目的として発足しました。 

＝友の会の必要性＝二Rh( ）血液型の人は、自分が輸

血を受けるときや、Rh 不適合妊婦によって生まれ重

症の黄痕にかかった自分の子供のためにも、R h( ) 

型の血液が必要になります。血液センターでは全国的

組織で、Rh( ）型血液を確保するよう努めています

が、緊急に多量の輸血をする場合などのため西北五で

は、西北hIR h ( ）友の会を結成し、いつでも助け合

えるよう呼びかけています。 

＠西北五地区のRh( ）血液型の人なら誰でも入会で

きます。 

《西北五Rh( ）友の会についてのお間合せ、入会申 

込みは》 市役所保健環境課内呑35-21 1l 内線272 

自分のごみはどこからでも 

「持ち帰る」がルールです。 

ごみ箱のまわりが、ごみの山なんていう、 

観光地もありますね。 

ーつでもごみがある‘と、つい、ポイと手舎

てたくなる気持。 これが、ごみがごみを呼

ぶ心理的な連鎖反応です。観光」也の景観を、 

気持よく満喫するために、自分のごみは、 

自分で持ち帰る。本当に、いいことですね。 

@、fhX3年(1991年)8片15n 広報ごしょがわら (第741号)

91 rくらしと趣味の教室」開講
一伸ばせ世界へ、若い)Jを一

[>受講対象 rli内 に住所、 Xは勤務す る勤労 ltf

少年で、おおむね、 15成-30歳迄のソ~ !;:: 0 fll. 

しこの年齢以外で、受講希明の)jは、 ド，{cへお
n:Jい合せ下 さし、。

じ〉受講料無料 (材料代は木人f'!打l)

[>期間 9月1011(火)-11)J211l(木)

[>時間 午後 611キ30分 - 811!i'30分
[>申し込み締切り 9rJ3l1(火)

[>申し込み及び問い合せ 笠IJ-;i'，'j:少 年 ホーム

定t34-3602

[>講座内容

函庁τ名|定日|回数| 休] 脊

料 理110 1 10 1手作りお料理で、ご家族ヘルンー

陶 芸 110 1 12 1ご(1分で、場在み茶俄や、花瓶を。
火 ト二一…… ~..+...+....I

道 1101 10 1お茶の基本(裏千家)、あなたに優雅され

はがき絵 [10[ 10 [季節の草花を絵筆にたくして、州りを。

ホ|社交ダ ンス I15 I 10 I優しく踊れて、楽しい触れ合い。
I生 け 花[10110 1お勤めに、ご家庭に、あなたの優しさを。

木 |ボールペン字 1101 10 1実問ポールヘン字で、 良心のお便りを。

訂 付 け 115[10 [ {}こなしと、女らしさのポイントを。

組 ひ も110 1 10 1各種初歩から完成までを、親切に。
金トー一 一一一ト.+....1

芸 110 1 10 1可愛い小物入れ他、プレゼント品まで。

あすを拓くあすなろ県民運動
作文コンクール募集

[>テーマ 「私の描く米米のくにJI二森」

+)ーフ、、タイト Jレ i2001i-fσコ干1、σ〉ふ、るさと」

主主かでf主みよい、活力あ る郷土づくりを )，~

本とし て、21世紀の郷上をいかに発出させる

か、 作 え:を募集ーするものです。

[>応募資格 小学生 ・中学生 I，.J校生・ -両党

じ〉原稿枚数 4001'二抗原杭川紙 5枚以内

[>応募締切 、I'-/JX:3 11三8J J 311-1 (、'i11 ii'i印イf効)

じ〉送り先 庁森市長 島 1-1-1

県生 活相主11:許15県以生活泌

あすを折iくあすなろ県民述動推進協議会

宮 0177-22-1111 (内線2227)

南部史跡・文化財めぐり
lsf森県断!どの道整備促進協議会では、「南部史

跡・文化l!，fめぐり」を行ないます。 皆さん多数

のこ参加をおf、子ちしております。

[>日時 9JJ8I1Ul) 

bコーズ

Ii.所川原 ベ， .デパート fi仰を6 : 00-鶴 IJI-板

材11-雌 Ih(守-，';I，{1iー ト平11LlI 湖]-奥入瀬~新渡)， 
記念f!'p;ー l{oiiヰ15公'設刷- ~.F î城、品放館- l rI [. 

城跡~発{，:flhドー 以干I- J[;長崎 -Li.所川原中 三デ

ノ{'_ 卜 l浦J今19: 30 

[>集合場所・時間 II.所 川原l-j' ミデパート 前

(市内木町)午前 611、子まで

[>会費 1人 5，4001TI(見学料、 性食代合む。)

[>申込み先 汗森市大字松森字佃

Jt森県脱史の道整備促進協議会事務局
(宮0177ー42-1064苦手)

じ〉 申込み締切 9 ) J 6 11 (金)

[>申込み受付時間 午前 8 11年30分~午後 4 11~ ま

で、(IIII~illl を |徐く)

西北五Rh(-)友の会ご案内
=友の会の目的=この会は、 会nが輸血のためRh 
(ー)型血液を必要とすると き、会t.l.ヵ、ー相liに血液を促
供しあいJJJJけあうことをI1的として発足しま した。
z友の会の必要性=Rh (一)血液砲の人は、仁!分が輸

血を受けるときや、Rh不適合妊品!}によって生まれ電

j;r:のu'i:lI'(にかかったn分の子供のためにも、 Rh (ー)
型の血液が必要になります。血液センターでは全国的

利l織で、 Rh (一)型血液を確保するよう努めています
が、緊急に多11tの輸血をする場合な どのため丙北五で

は、尚北liRh (ー)友の会を結成し、いつでも助け合

えるようlI'f'びかけています。
。凶~tli.地区の R h (ー)血液型の人なら識でも入会で

きます。

{西~t五 R h (ー)友の会についてのお問合せ、入会申

込みは) di役所保健潔境J*v、，1ft35-21日内線272

自分のごみはどこからでも
「持ち帰るJがjレールです。

ごみ桁 のまわりが、ごみの山 なんでいう

往IL光土也もあり ますね。

ーつでもごみがあると、つい、ポイと捨

てたくなる訂作。こ れが、 こご‘みカがずごみを呼

ぶ心理的な連鎖反応でで、す。 観光地の ;以iバ:

気f持干よく i満1前市H喫史す るために、 (1分 のごみは、
(1分でけち州る。木、'iに、いいことですね。



はしカ、 予防接種 
今回は、対象となる幼児の保護者の皆さん

に予防接種の方法等について、個々に通知し

ましたが、転入等の関係で通知されなかった

方もいらっしゃると思います。今回からは、 

新たな問診票でしか接種できませんので、お

手数ですが、事前に保健環境課へご連絡くだ

さい。 間診票とMMRワクチンの接種につい

ての説明書をお送りいたします。 

対象幼児 
昭和63年 9 (11目から平成 2 年 8 月31日までに生ま

れた幼児。 

実施期問 9 Il 6 [11島から9月13目陰はで。 

実施方法 
説明書に記載されている医療機関で直接受けてくだ

さし、。 

持参十るもの (1〕母 1-健康 1帳 (21事前に送付している問診票 

注意事項 

(1〉すでにこの予防接種を受けられた f 供さんおよび

はしかにかかった f供さんは、改めて受I-I る必要

はありません“ 

運動の重点 

①飲酒、暴走等無謀運転の追放 ②子供と高齢者の交通事故

防止 ③二輪車、自転車の交通事故防止 ④シートベルト、 

ノ＼ルメットの正しい着用の徹底 ⑤違法駐車の締出し 

	シートベルト しめる心が身を守る 

夏の交通安全運動 （期間 7 月21日～ 7 月30日） （期間 7 月21日～ 7 月30日） 

平成 3 年（1991年）8 月15日 	 広報ごしょがわら 	 （第741号）⑩ 

ほけんだより 市役所 35-2111 

この欄の問い合せ 

保健環境課（内線268・272) 

19月の栄養教室 

野菜を食べて“健康パワー”を充分に．ノ 

開催月日 対 象 地 区 開催場所 締め切り日 

9 月 3 日因 梅田、中泉 
コミュニテイ
センター梅沢 

8 月27日因 

9 月 6 日国 前田野目 
前田野目 

公民館 
8 月30日圏 

9 月1】日（村 飯詰、下岩崎 
コミュニテイ
センター飯詰 

9 月 2 日卿 

9 月18日困 五小学区（小曲は除く） 保健センター 9 月 9 日卿 

9 月19日困 
南小学区 
I大町，東町、布屋町、弥生町、 
l 本町，繰谷’」、上も舞、 	ノ脊 
、 トり枝、八車菊 	／ 

保健センター I 9 月11日困 

9 月20日国 
南小学区 
I岩木町，不魚住、川端町，栄、 
l町、新町、田町、寺町、連1'｛」 
、元町、柳町 	 ノ 

保健センター 9 月11日困 

9 月25日困 松島町 保健センタ一 9 月17日因 

レテーマ：栄養の知識を学び、習慣病といわれ

る成人病を防ごう．ノ 

レ日寺 間：午前 9 時30分～午後 1時 

レ料 金：無料 

レ持参するもの：エプロン、筆記用具、ごはん、 

みそ汁（小びんなどに入れて）、健康手帳、食

事しらべ用紙（」也区の保健協力員からもらっ

てください。 

レ申し込み先：地区の保健協力員へ（参加申し

込み用紙がありますJ 

、 	ノ 

9月の保健センター相談日 
9J」6lI、 13日、20日、27トlーです。（毎週金曜

日。） 

ン時間 午前10時から午後 3 時まて％ 

レ内容 血圧マ則定、尿検査等を含めた健康相談

にI応じますので’、赤ちゃんからお年寄りまてる

お気軽にご利用ください。 

乳幼児の健康診査 
レ場所 市保1建センター 

レ受付時問 12 : 30-12 : 45まてる 

レ持参するもの 母子健康手帳、バスタオル。 

3 歳児はアンケートと尿を小ビンに入れて持

参ください。 

※注意 ① 6 カ月イ建康木目談につごうで来れなか

った場合は、神経芽細胞腫（小児がん）の検

査セッ トを、、母子健康手帳を持参のうえ保健l 
環境課窓口にもらいにきてください。(6 カ月 

7 カ月児に限る。） 

②病気療養中（特に伝染性の病気）のお子一

さんはご遠慮ください。 

③ 6 カ月健康相談の際、「子供の工iう急処置に

ついて」 ま靖舌があります。 

月 	齢‘ 対 象 児 I馴 	日 内 容 

3 カ 月 児 
I
-

I
 

n。
 に
J
 

年
月
 
生
 

士
小
 

れ
  

9 月10日（火） 健康診査 

6 	カ 月リこ H
 

コ
u
っ
］
 

年
月
 
生
 

士
小
 

れ
  

9 月17日（火） 健康相談
健康教育 

1 	歳 児 H
  

2
8
 

年
月
 

＋
よ
 

れ
 

生
  

9 月30日（月） 健康相談 

1歳6カ月児 H
 

り
。3
  

年
月
 
ま
 
れ
 

生
  

9 月24日（火） 健康診査 

3 歳 児 
S 63年 

5 月生まれ 
9 月19日（村 健康診査 

交通安全は家庭から 

（平成 3年）県内の交通事故概況 
青森県交通対策協議会 

6 	月 累 計 
死
 
者
 
の
 
う
 
ち
 

飲 酒 運 転 に よ る 死 者 9 

発
生
 

器
  

3,579 
(3,325) ン

ー
ト

べ
ル
ト
 

着 	用 	義 	務 	者 

（着なければならない人）) 
31 

死
者
  

10
(10) 

59
(57) 

非 	着 	用 	者 

（着けていなかった人） 
26 

傷
者
  

m
⑩
  

4,360 
(4,108) 

うち、着けていれば 

助かったと思われる人 3
  

( 	）内は前年。累計は 1月から 

、 

、 

	ノ 

平成3年(1991年)8月15日 広報ごしょがわら (第741号)⑩

ほけんだより市役所 35-2111

この欄の問い合せ

保健環境課(内線268・272)

|9月の栄養教室|
野菜を食べて“健庫パワー"を充分に/

開催月日 対象地区 開催場所 締め切り日

9月3日w梅田、中泉 コミューティ
8月27日w

センター締iR

9月6日{釦 前田野目
前日野日

8月30日(釦
公民館

9月11日(*) 飯誌、下岩崎
コミュニティ

9月2日(月)
センター飯請

9月18日(車) 五小学区(小曲は除く) 保健センター 9)'19日(月)

i事I.lj、.訂正
9月19日(本) (畑[州命Ij!lIf3t'J開i) 保健センター 9月118(*)本町、蝿苔.r.n様、 J谷

ドり桂、八祇箱
r~j ， j、 '-;::1ズ

9月20日(お (川、制町不f.f，lfl:.川端町本) 保健センター 9月11日体).r 町、 IIIlIf.，'f町.届7:l
'"回r.岬町

9月25日(本!訟島町 保健センター 9月17日伏)

[> テーマ :栄径の知識を ~;正び、子'~'l1'r州といわれ

る成人病を 1lJ5ごう/

じ〉時間 :午前 9H:'t30分 ~ 午後川、F
[>料金 :~II，~料

じ〉持参するもの :エプロン 、市記m共、ごはん、
みそ汁(小びんなどに入れて)、 {述jぷ戸降、食

事しらべ 月l紙(地医の保位協)Jt1からもら っ

てください。

[>申し込み先 :地区の保位協)]1.1へ(参加巾し

iるみ月HlfがありますJ

|はしか|予防接種
今1111は、対象となる幼児の保設省の背さん

に予防接種の方法等について、個々に通知し

ましたが、転入等の関係で通知Iされなかった

方もいらっしゃると思います。今1111からは、

新たな問診票でしか接種できませんので、お

手数ですが、事前に保健環境諜へご述給くだ

さp。問診主要と MMRワクチンの彼位につい

ての説明書をお送りいたします。

対象幼児
Us干[163年9JI j 11から干/&2年81131Uまでに生ま
れた幼児。

実施 1mIlll 9 JI6rI(釘から9J 1131](むまで。

実施 }jil， li}tHII ;'~に;己載されている医療機関lで此J車交けてくだ
さL、。

持参するもの (1)1手f世!Lj(r松 (21'l1riijに送付している1m，;量点
(11すでにこの HJi彼傾を受けられた fイ1¥さλおよび

;t ;(t: ' J ~ fil はしかにかかった {-(J¥さλは、 c):{めて受ける必要
はありません。

9月の保健センター相談日
9 ) J 6 11、13日、20円、 27日です。(毎週金雌

口J
[>時間 午前10日、子から午後 3"キまで、。

[>内容 血)I~測定、 M'検査て与を合めた健康相談

に応じますので、赤ち ゃんからお年寄りまで

お気軽にご平IJmください。

乳幼児の健康診査
[>場所 市保健センター

[>受付時間 12: 30-12: 45まで

[>持参するもの f:j: [イ釦ぷ子l帳、パスタオル。

3歳児はアンケートと 11J<を小ビンに入れて持

参ください。

※注意 ① 6ヵ)J位 /，}付11談につごうで米れなか

った場合は、神経>!引I)J包腿 (小児がん)の検

査セ ッ トを、 I往[-位以予lt長を持参の うえ保f悠

環境深窓rIにもらいにきてください。(6ヵ}j

7ヵ)J ~G IニIINる。)

②1，j、j抗的交'1'(特に伝染'1'1:のがJ気)のわ‘[-
さんはご述ほくださし、。

③ 6ヵJl位以本Il.l炎の際、r[-f共の応急処置に

つ いて」お、訓があります。

)J 齢・|対象 児 HII I1 内平手

3 ヵ fJリ4
H3年

9) 110円(火) {建!ぷ診査
H 5j111三まれ
← -3 iド 健康相談
6 ヵ )J リ己

H22fj112 生まれ
9 rJ17日ωd

健康教育

1 ，説先
8 I J生まれ

9 I J 30 fl(月) 健康相談

H 2句三
l歳6ヵ1m

3 I J生まれ
9 H24日りd 健康診査

3 裁リ己
S63年 9月19日(本) {建/，}t診査
5月生まれ

/ー一一一一一一一一 交通安全は家庭から 、

(平

6 I j 掛川 飲柄逆転によるタE-t. 9 
タE
，Vi 111 .i'i!務省

予'七告
598 3，579 31 (707) (3，325) -Io ン ( {r なけれ1;(ならない人)) 

。〉
合丹ヒ 10 59 ト JI' {i IJJ 行
(10) (57) フ ノミ (-{iけていなかった人) 26 

4 _360 
IC 
|うち 打けていればlr括: 731 ち卜 3 (830) (4.108) 似1);かったと a巴われる人
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|夏の交通安全運動I(期間 7月21日-7月30日)
運動のヨ
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